
 

「ICTを活用した学習指導の充実セミナー」 実施要項 

 

１ 目 的 

「GIGAスクール構想の実現」を踏まえ、児童生徒 1人 1台端末の環境における ICTの効果的な活用を

一層促進する必要がある。また、新学習指導要領において、「情報活用能力」が全ての学習の基盤とな

る資質・能力として位置付けられたことを踏まえ、その育成のため、教師の ICT活用指導力の向上を図

ることは重要である。これらを円滑に実施するために、地域や学校の実態に即して学校教育の情報化を

組織的に推進することが求められる。 

そこで、独立行政法人教職員支援機構による「ICTを活用した学習指導の充実に関する調査研究プロ

ジェクト」で得られたデータおよび分析結果を活用し、学習指導の充実および、教師の ICT活用指導力

の向上を推進していくことを目的として本セミナーを開催する。 

 

２ 主催、共催 

（京都開催） 独立行政法人教職員支援機構、京都市教育委員会 

（広島開催） 独立行政法人教職員支援機構、広島県教育委員会 

 

３ 期 日 

（京都開催） 令和６年１月２０日（土）１３：００～１６：３０ 

（広島開催） 令和６年２月１６日（金）１３：００～１６：３０ 

 

４ 会 場 

（京都開催） 立命館大学 朱雀キャンパス（〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町 1） 

（広島開催） 広島国際会議場（〒730-0811 広島市中区中島町 1-5） 

 

５ 参 加 方 法 

（１） 参加対象 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校、中等教育学校及び特別支援学校の教職員、

教育委員会の指導主事等 

 

（２） 定 員 

（京都開催）４５０名 

（広島開催）１５０名 

 

（３） 参 加 費 

無料とする。 

 

 

 

【別紙】



 

（４） 手 続 き 

（京都開催） 

① 京都市立学校・園に勤務する教職員等 

申込の詳細については、京都市教育委員会より通知する。また、参加者については、京都

市教育委員会が決定する。 

 

② 上記①以外の教職員等 

原則として、教職員支援機構ウェブサイトより、先着順で申込を受け付け、参加者につい

ては、独立行政法人教職員支援機構が決定する。 

申込期間は令和５年１２月４日（月）正午～令和６年１月９日（火）正午とする。 

 

（広島開催） 

① 広島県内の公立学校・園に勤務する教職員等 

申込の詳細については、広島県教育委員会より通知する。また、参加者については、広島

県教育委員会が決定する。 

 

② 上記①以外の教職員等 

原則として、教職員支援機構ウェブサイトより、先着順で申込を受け付け、参加者につい

ては、独立行政法人教職員支援機構が決定する。 

申込期間は令和５年１２月４日（月）正午～令和６年１月９日（火）正午とする。 

 

６ 内 容 

（京都開催） 

13:00～13:30 受付 

13:30～14:00 開会行事 

【挨拶】 荒瀬 克己  （独立行政法人教職員支援機構 理事長） 

稲田 新吾  （京都市教育委員会 教育長） 

14:00～16:15 【講演・シンポジウム】 

「ICTを活用した学習指導の充実」 

登壇者 高橋 純   氏（東京学芸大学 教授） 

泰山 裕   氏（鳴門教育大学 准教授） 

水谷 年孝  氏（春日井市教育委員会教育研究所 教育 DX 推進専門官） 

國香 真紀子 氏（富山市立芝園小学校 校長） 

※グループセッション、質疑応答を含む。 

※途中１５分間の休憩を含む。 

16:15～16:30 閉会行事 

※プログラム・登壇者は変更されることがある。 

 



 

（広島開催） 

13:00～13:30 受付 

13:30～14:00 開会行事 

【挨拶】 荒瀬 克己  （独立行政法人教職員支援機構 理事長） 

平川 理恵  （広島県教育委員会 教育長） 

14:00～16:15 【講演・シンポジウム】 

「ICTを活用した学習指導の充実」 

登壇者 佐藤 和紀 氏（信州大学 准教授） 

泰山 裕  氏（鳴門教育大学 准教授） 

水谷 年孝 氏（春日井市教育委員会教育研究所  教育 DX推進専門官） 

平井 奉子 氏（吉田町学校教育課 指導主事） 

※グループセッション、質疑応答を含む。 

※途中１５分間の休憩を含む。 

16:15～16:30 閉会行事 

※プログラム・登壇者は変更されることがある。 

 

７ そ の 他 

・本セミナーでは、チャットによる交流を想定しているため、インターネットに接続しているスマー

トフォンあるいはタブレット等を持参すること。 

なお、通信時に発生する費用については、運営側では負担しない。 


